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市の人口 総数51.627人（男24,797・女26,830）世帯数14,962 (9 月30日現在） （毎月2回 1日・15日発行） 

、 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

Eげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 5 
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●
 

毎
号
と
じ
ー
 え

で
く
だ
さ
い
。
  後
で
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

 
，
 

天
皇

在
位

6
0周
年
を

記
念
 

加
伽
人
参
加
し
て
植
樹
祭

もJ
 

市
民
憩
い
の
森
林
 

I 

市
で
は
十
月
四
日
、
飯
詰
山

国
有
林
地
内
に
あ
る
 
「市
民
憩

い
の
森
林
」
 
で
、天
皇
在
位
六

十
周
年
を
記
念
す
る
植
樹
祭
を
 
 

行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
市
民
憩
い
の
森
は
、
市

が
国
有
林
野
を
活
用
し
て
市
民

の
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
 
 

場
を
つ
く
ろ
う
と
、
金
木
営
林

署
な
ど
の
関
係
機
関
や
多
く
の

市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
昭

和
五
十
九
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
て
き
た
も
の
。
 

計
画
で
は
、
六
十
七
年
度
ま

で
の
九
年
間
で
約
三
十
給
を
整

備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
植

栽
の
ほ
か
遊
歩
道
、
広
場
、
あ

ず
ま
や
、
ト
イ
レ
な
ど
も
設
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

植
栽
は
初
年
度
が
約
三
・
四

お
、
昨
年
度
が
約
二
・
四
診
、
 

そ
し
て
今
年
度
が
二
・
五
診
を

そ
れ
ぞ
れ
完
了
。
こ
れ
ま
で
に

杉
の
苗
約
二
万
五
千
本
を
植
え

終
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
杉

の
苗
を
十
二
万
本
植
え
る
計
画

で
す
。
 

こ
の
 
「市
民
憩
い
の
森
林
」
 

は
、
市
の
中
心
部
か
ら
北
東
へ

約
十
五
キ
ロ
。付
近
に
は
「
味
喰

ケ
沢
野
鳥
の
村
」
な
ど
があ
り
、
 
 森

林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
は
細
好
の
場
所
と
い
え

ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
森
田
市
長
を
は

じ
め
金
木
営
林
署
員
、
北
地
方

農
林
事
務
所
職
員
、
飯
詰
地
区

住
民
、
市
職
員
な
ど
合
わ
せ
て

約
百
人
が
参
加
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
 
「こ
の

地
が
将
来
、
人
々
に
憩
い
と
潤

い
と
慰
め
を
与
え
る
と
い
う
想

い
を
込
め
て
植
樹
を
し
ま
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
 

飯
詰
部
分
林
組
合
e
三
浦
一
正

さ
ん

（
6
5）
が
植
樹
の
手
本
を

示
し
、
早
速
全
員
で
植
樹
に
入

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
約
一
一

十
給
に
六
百
本
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
 

市
で
は
、
名
実
と
も
に
「
市

民
憩
い
の
森
林
」
 
と
す
るた
め

に
も
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

【

n
U
 



蘇惑 
響繁鰯‘ 

戸
 

市
で
は
十
月
一
日
、市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
市

褒
賞
、
文
化
褒
賞
な
ら
び
に
内
助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
、
 

小
田
桐
政
吉
さ
ん
ら
九
氏
に
市
褒
賞
を
、柴
谷
峯
作
さ
ん
ら
一
一

氏
に
文
化
褒
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
の

夫
人
に
は
内
助
功
労
章
を贈
り
ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
受
賞
者
、
来
賓
な
ど
約

八
十
人
が出
席
。
 

君
が
代
斉
唱
の
後
、
森
田
市
長
が
受
賞
者
と
夫
人
一
人
ひと
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‘口
I
 

ク
工
 
ュ
＃
オJヌ
ノ
自（
ロ山
 
「7

、
 
 

.
'
（
 

、
 

行
政
手
腕
を発
揮
し
て
職
務
の
遂
行
にあ
た
り
地
方
自
 
 

，
 

、
 
』
う
プ
繰
戸
 

飯
詰
字
皆
瀬
六
番
地
一
一
 

 

‘
 

マ
、
・
 

旧
飯
詰
村
助
役
、市
収
入
役
を
歴
任
し
、卓
越
し
た

治
の
確
立
と
市
勢
発
展
に
貢
献
。
 
 

地
方
自

治
の
発

展
に
貢
献
 
 

1
 

、
、丁
 
ム
k

一
、B
・
《
一
 、2

ノ
 

内
助
功
労
章
 
ト
 ク
さ
ん
 

叫
，
、
 
与
（'
 
I
  

稲
 
字
稲
葉
一
〇
一
番
地一
 

／
「
●
 
「
八
ー
ー
 
査

委
員
長
を歴
任
し
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
 
 

I

」
、
、
 ，

 

も
に
、
広
田
堰
土
地
改
良
区
理
事
長と
し
て
市
勢
 
 

』J
 

菊
池
 
久

左
衛
門

氏
（
7
6
 

 

、
一
（
『
 一
 
旧
栄
村
助
役
、

市
議
会
副
議
長
、固
定
資
産
評
価
審

地
方
自
治

の
発

展
に
尽
力
 

発
展
に
貢
献
。
 

内
助
功
労
章
 
春
 
築さ
ん
  

a婦
桐
蕪

博
  

-"wり叫鵬紗鵬響野繁市 褒 	 賞 

，
 

地
域
経
済
の
活性
化
と
雇
用
促
進
に貢
献
。
 
 

地
域
経
済
の
活
性
化
と
一
雇用
促
進
に
貢
献
 

●

知
瀞
織
無
警
  

，
 

内
助
功
労
章
 
純
 
子さ
ん
 

貢
献
。
 
 

ー
ー
 
ト

I
 

隣
」々

木
 
ぬ
 
豆
氏
（

6
7
 

 

【

、
、
、
 
紙
業
を

創
設
し
、地
場
産
業
振
興
の
先
駆
者
と
し
て
そ
  

!

J
《
ノ
J
 

姥
蓮
子
桜
木
二
八
番
地
四

地
場

産
業

振
興
に
寄
与
 

 

ー
 

イ
、
 

の
促
進
に
寄
与
し
地
域
経
済
の
活
性
化と
雇
用
促
進
に
  

，
 

越
し
た
企
業
経
営
手
腕
をも
っ
て
株
式
会
社
森羽
  

'
L？ 

差
一
 
)
 
E
 f
t
 
ふ
‘UE
「
6
、
 
 

,

'
,
 

1
1マ
・
 

進
に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、町
内
会
連
合
会
会
長と
 

市
勢

発
展
に

貢
献
 

し
て
市
勢
発
展
に
貢
献
。
 
 

，
鳳

》r
  
ト
た

」
 

上
平
井
町
八
五
番
地
  

ー
一
 

 
I
 

」
干
年
余
に
わ
た
り
市
行
政
連
絡員
を
勤
め
市
政
推
  

」
 R
 
B
 
業
刀
 
ム
口
「
」
、（
8
」
 
 

内
助
功
労
章
 
カ
シ
エ
さ
ん
 
 

”
 
、
“
“
一
 
一
 

り
ん
ご
移
出
産
業
の
振
興
をは
か
り
地
域
経済
の
発
 

奮
“

?
I
'1

御
 

m
町
一
八
七番
地
一
八
 
 

(

鴫
 
雄
獣
麟
鍵競
』
i
i
 

 

【
 
地
域
経
済

の
発
展
に

尽
力
  

，
 

内
助
功
労
章
 
光
 枝
さ
ん
 
 



市褒賞、文化褒賞表彰式 

③昭和61年（1986年）10月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第625号） 

、地L1発鳳罵目圃電農貰表m 
’幸r墨繊’甚覆繊退舞貸墨趨33シー縄買l避貸縄買参w巽縄葵1訳 4-. -
- 麟員接瀕関桐民互y,p.舞球年畷賞は柴谷菩 
Fノ、ととここ3',J _# .ds._- I I ととここニコ J‘、とこここ3」ゴ男ととこここ33ンー、ーー一一一、、ーーービ 

賞
 

、
 

り
に
褒
状
と
褒
章
を
贈
り
、「受
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後

と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
市
勢
発
展
の
た
め
に
今
後
と
も
お
力

添
え
を
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
 
と
式
辞
を述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
川
浪
直
治
市
議
会
議
長
と
村
上
純
一
市
表彰
推

せ
ん
委
員
会
会
長
が
祝
辞
を
、
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
田

桐
政
吉
さ
ん
が
、
 「今
回
の
受
賞
を
契
機
に
今
後
さ
ら
に
精
進

し
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
努
力
し
た
い
」
 
と
お札
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

以
下
、
各
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
q
 

文 	化 	褒 賞 

、
轟等・ー
 
大
 

津
 
毒
 

夫
氏
（
警
 

ら
 
～
 
か
 

・
 

歪
教
育
界に
あ

-
C
羅

J
 
i
\帰:
t
t
i
 

 

‘
》
 

L
」
、
 
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
短

地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献
  

，
 
歌
を

多
く
創
作
し
歌
壇
の
隆
盛
と
地
域
文
化
の
発
展
に
 

貢
削
く
 

内
助
功
労
章
 
松
 
江
さ
ん
  

(f
 
●
「
「、
？r
 

職
業
訓
練
校
初
代
校
長
と
し
て
後
継
者
の
指
導
育
成
と
 

・
 

一
「
 
っ
 
」
 
「
 

早
く
か
ら
名
匠
の
誉
れ
高
く
、
五
所
川
原
共
同
高
等
  

，
 

伝
統
建
築
技
術
の
発
展
に
貢
献
。
 
 

●
 

／
「
 

I
 戸
 

寺
町
一
〇
番地

伝
統
建
築
技
術
の
発
展
に
貢
献
  

ー
 

柴
 

谷
 
峯
 

作
氏

（
8
0
 

 

内
助
功
労
章
 
き
 
原
さ
ん
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【一
 ●
 

ノ
  
ー
 

柏
原
町
五
〇
番
地
  

」
”
 
『
 』
 

三
好
診
療
所
所
長
と
し
て
二
十
五
年
余
に
わ
た
っ
て

に
二
 
：

い
  

地
域
医
療
の
充
実
に
挺
身
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
医

地
域
医
療
の
充
実
に

貢
献
 

と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に
貢
献
。
 
 

小
 
林
 
克
 
己

氏

（
5
4
 

 

内
助
功
労
章
 
津
恵
子
さ
ん
  

'
 
 L
i
一I
 

 
』
 

西
北
津
軽
の
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
  

，
《
，
 

西
津
軽
郡
稲
垣
村
大
｛
重
川
字
酒
田
二
九
番
地
一
一
 

 

,

，

』
中
 

五
所
川
原
市
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
 

に
、
市
の
財
政
基
盤
確
立
に
貢
献
。
 
 

市
の
財
政
基
盤
確
立
に
貢
献
  

m収
 

ケ
ロ
 
血
致
ク
一
？m
『仁
～

へ
B
」
 
 

内
助
功
労
章
 
た
っ
よ
さ
ん
  

,
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田
呂
窃
周
窃
週
口
潟
昌
タ
l
卜
 

6
4年
一
部
給

水
開
始

め
ざ

す
 
経

済
活

性
化

に
大
き

な
期
待
 

そ
の
結
果
、
毘
沙
門
地
区
か
 
で
、

こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
 

ら
必
要
量
を
地
下
→
小に
よ
り
確
 
せ
た

も
の
で
す
。
 

保
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
た
の
 

腔
軍
春
素
艦
総
『
本
曝
娠
、ぬ
、ざ
す
 

市
て
は
、
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に
、漆
川
工
業
団
地

ヘ
工
業
用
水
を
供
給
し
よ
う
と
す
る
 市
工
業
用
水
道
事
業
」
 

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

工
業
振
興
は

緊
急
課
題
 

と
こ
ろ
が
、
本
市
を
中
心
と
 
を
は
か
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
 

す
る
津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
 

一
次産
業
の
振
興
と
と
も
に
、
 

町
村
圏
は
、
こ
れ
が
弱
い
た
め
 

地
域
の
中
で
最
も
弱
い
と
さ
れ

に
今
日
な
お
人
口
の
減
少
が
続
 

る
工
業
を
振
興
す
る
こ
と
が
緊

い
て
い
ま
す
。
そ
の
根
本
的
な
 
急
か

つ
重
要
な
課
題
で
す
。
 

原
因
は
、
当
圏
域
の
基
幹
産
業
 
特
に

本
市
は
、
広
域
圏
の
中
 

広報ごしょがわら 

で
あ
る
農
業
を
中
心
と
す
る
一
 
心

都
市
と
し
て
、
工
業
振
興
に
 

次
産
業
の
伸
び
悩
み
と
、
そ
れ
 
お

い
て
も
主
導
的
役
割
を
果
た
 

に
大
き
く
頼
っ
て
い
る
産
業
構
 
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
 

造
に
あ
り
ま
す
。
 

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
今
後
地
域
の
発
展
 

期
待
さ
れ
る
ハ
イ
テ
ク
関
連
産
業
の
集
積
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地
域
が
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
の
地
域
に
人
が定
着
 
 

で
き
る
経
済
基
盤
が
絶
対
必
要

で
す
。
 

本
市
の
工
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
Q
東
北
自
動
車
道
が
本
年

七
月
全
通
し
た
こ
と
や
、
新
青

森
空
港
が
来
年
夏
に
一
部
供
用

開
始
予
定
な
ど
高
速
交
通
網
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
 
②

青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
、
半

島
振
興
対
策
実
施
地
域
内
に
位
 

し
か
し
、
工
業
開
発
特
に
ハ

イ
テ
ク
関
連
産
業
の
誘
致
促
進

に
は
、
き
れ
い
な
空
気
と
と
も

に
、
良
質
で
値
段
の
安
い
工
業

用
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
 
 

置
し
て
い
る
こ
と
 
（
山
津
軽地

域
唯
一
の
工
科
系
大
学
で
実
践

技
術
者
の
養
成
校
であ
る
青
森

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
を
有
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
漆
川
工
業

団
地
を
核
と
し
た
ハ
イ
テ
ク
（
高

度
技
術
）
関
連
産
業
の
集
積
が

期
待
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
市
で
は
良
質
、
 

多
量
の
工
業
用
水
を
求
め
、
「」
 

れ
ま
で
市
内
数
か
所
に
お
い
て

水
源
調
査
を
実
施
。
 

全
体
計
画
で
は
、
本
年
度
か

ら
六
十
五
年
度
ま
で
の
五
年
間

に
総
事
業
費
約
十
四
億
円
を
投

じ
、
取
水
、
浄
水
、
配
水
等
の

各
施
設
を
順
次
整
備
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
六
十
四
年
四
月
に

は
一
部
給水
（
五
千
二
百
立
方
 

今
後
、
こ
の
事
業
と
併
行
し

て
漆
川
工
業
団
地
に
工
場
の
立

地
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

こ
れ
に
は
、
既
設
の
工
場
が

工
業
用
水
の
供
給
に
合
わ
せ
順

次
拡
張
す
る
計
画
を
も
っ
て
い
 
 

H
／
日
）
、
六
十
六
年
四
月
に

は
全
量
給
水
（
九
千三
百
立
方
 

H
／
日
）
を
見込
ん
で
い
ま
す
。
 

事
業
は
、
本
年
度
に
基
本
調

査
と
基
本
設
計
を
行
い
、来
年

度
か
ら
工
事
に着
工
す
る
予
定

で
す
。
 

る
こ
と
や
、
関
連
企
業
の
用
地

取
得
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
 

こ
の
事
業
の
実
施
が
漆
川
工
業

団
地
へ
の
企
業
集
積
を
一
段
と

進
め
、
市
経
済
活
性
化
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

企
業
誘
致
促
進
に
は
水
が
必
要
 

ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
、
、
ミ
、
、
、
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
、
、
、
ミ
、
ミ
、
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
、
ミ
、
、
、
ミ
、
、
奄
、
、
、
、
、
ミ
ミ
、
、
玉
 

経
済
活
性
化
に

期
待
 

A
T
V
（青
森
テ
レ
ビ
）
 

特
別
番
組
 

「五
所
川
原
市
の
展
望
と
課
題
」
 

森
田
市
長
と
各
界
代
表と
の
対
談
 

1
0月
3
1日
岡
 

午
後
4
時
3
0分
、
5
時
 

,
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冒
園
寄
付
臼

な
習

に
恩
閲
観
暑
閣
る
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◆
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◆
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ー「交
通
体
系
整
備
」
な
ど
 4
特
別
委
員
会
を
設
置
ー
 

市
 
議
 
会
 

出
稼
ぎ

の
無
事
を

祈
願
 

ー
激
励
会
を

開
く
ー
 

市
で
は
十
月
 
日
、昨
年
九

月
か
ら
今
年
八
月
ま
で
の
間
に
 

市
議
会
で
は
、
先
月
開
か
れ

た
第
四
回
定
例
会
最
終
日
の
九

月
二
十
九
日
、今
後
さ
ら
に
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
次
の
四
つ
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

各
特
別
委
員
会
の
構
成
は
、
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

マ
交
通
体
系
整
備
促
進
特
別
委

員
会

（
五所
川
原
大
橋
の
早
 
 

市
教
育
振
興
会
、市
立
図
書
館

な
ど
へ
高
額
の
寄
付
等
を
さ
れ
 

た
個
人
、
団
体

に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
 

産
経
会
館
で

行
っ
た
贈
呈
式

に
は
、
森
田
市

長
と
受
彰
者
な

ど
約
二
十
人
が

出
席
。
森
田
市

長
が
受
彰
者
一

人
ひ
と
り
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
 

し
た
。
 

期
完
成
、
都
市
計
画
街
路
事

業
及
び
道
路
整
備
事
業
の
促

進
）
 

委
員
廿
平
山
則
雄
、
櫛
引

英
之
、
吉
岡
浩
、
宮
川

亮
治
、
葛
西
収
三
、
斎

藤
昇
 

▽
農
林
業振
興
対
策
特
別
委
員

会

（
広
域
農道
整
備
事
業
及

び
国
営
平
川
地
区
か
ん
が
い

排
水
事
業
等
の
促
進
、
水
田

利
用
再
編
対
策
、
林
業
の
活
 

な
お
、
社
会
福
祉
関
係
に
寄

付
さ
れ
た
方
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
は
、
後
日
開
か
れ
る
市

社
会
福
祉
大
会
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
 

受
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（敬
称
略
）
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
後
援
会
 

野
里
小
学
校
創
立
百
十
周
年
記
 

念
整
備
促
進
協
議
会
 

学
校
法
人
 
下
山
学
園
 

佐
々
木
啓
二
（
松
島
町
）
 

木
下
 
知

（
青森
市
）
 

飛
島
定
城
（
福
島
市
）
 

上
田
敏
雄
（
松
島
町
）
 

性
化
）
 

委
員
廿
小
田
桐
秀
則
、
和

島
就
蔵
、
石
岡
裕
、
前

田
清
勝
、
三
上
理
、
泉

谷
正
志
 

▽
商
工
観
光
整
備
促
進
特
別
委

員
会
（
工
業
団地
の
整
備
、
 

企
業
誘
致
の
推
進
、
市
の
商

業
基
盤
整
備
と
近
代
化
の
推

進
、
観
光
資
源
開
発
）
 

委
員
廿
鎌
田
清
夫
、
大
野
 

欽
也
、
外
崎
彦
三
郎
、
 

山
本
和
夫

（
東京
都
）
 

蒔
田
義
昭
（
元
町
）
 

社
会
福
祉
法
人
 
若
菱

A
（
前
 

田
野
目
）
 

東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
 

（
東京
都
）
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

福
田
幸
雄
（
弘
前
市
）
 

有
限
会
社
は
ら
薬
局
（布
屋
町
）
 

◆
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
 

合
関
係
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
 

寺
田
義
雄
、山
口
徳
一
、
 

鶴
谷
敏
雄
 

▽
地
域
環
境
整
備
促
進
特
別
委

員
会
（
下
水
道
事
業
及
び
旧

十
川
改
修
事
業
の
促
進
、
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の

推
進
）
 

委
員
廿
工
藤
善
司
、
浅
川

勇
、
川
浪
直
治
、
中
村

良
雄
、
渋
谷
守
夫
、
川

浪
重
次
郎
 

こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
を
さ
れ
る

人
達
と
そ
の
留
守
家
族
を
励
ま

そ
う
と
十
月
一
百
、
市
民
文
化

会
館
で
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
市
出
稼
協
会

（
会

長
・
森
田市
長
）
と
市
内
農
協

懇
談
会

（
会長

・
三
上
光
男
七

和
農
協
組
合
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
三
百
五
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

出
稼
ぎ
の
無
事
を
祈
る
祈
願

祭
を
行
っ
た
後
、
会
長
で
あ
る

森
田
市
長
が
「
本
市
は
今
、
か
 
 

っ
て
な
い
明
る
い
展
望
が
次
々

と
開
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
出
稼

ぎ
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
市
は

一
生懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
健

康
に
十
分
留
意
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
三
上
農
協
懇
談

会
長
と
来
賓
で
あ
る
丹
代
永
1
11
 

郎
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署

長
、
久
保
純
一
五
所
川
原
公
共

職
業
安
定
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
高
野
民
 

謡
愛
好
会
一
行

長
 
に
よ
る
津
軽
民

師
 
謡
、
の
ど
が
自

掬
 
慢
の
会
員
四
十

る
 
人
に
よ
る
カ
ラ
 

h
ー
オ
ケ
が
あ
り
、
 

を
 
出
席
し
た
人
達
 

（
一
 は
約
四
時
間
に

は
 
わ
た
っ
て
楽
し

あ
 
く
過
ご
し
ま
し
 

で
 
」
こo
 

会
 
『ノ

 ー
r
 

励
 
嶋
惑
一「
×
 

激
 
コ
ん
＆
．
一
5「
 



たばこは、 
市内から買いま

しょう。 

マイ ルドセブン 
1箱（220円）に・つき、 
41円40金美がたばこ
消費税として市の
収入になります。 

~ 10月は ~ 

~市県民税~ 

~ 	第3期~ 

~健康保険税~ 

~ 	第4期~ 

~の納期です ~ 

iノノノノノソノソソソノノノソノソノwノソノノI鷲鴛wンソノンI 

（第625号） ⑥ 広報ごしょがわら 昭和61年（1986年）10月15日 

戸戸A、戸べ戸ぺ戸A、戸ペプ又、．Pく、、 

曹篭喝× 嗣周 
合同金婚式を開く 

市
で
は
中
央
公
民
館
で
十
月
 

「
一日
、
今
年
め
で
た
く
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
長
寿
夫

婦
の
み
な
さ
ん
を
、
心
か
ら
祝

福
す
る
た
め
に
合
同
金
婚
式
を

開
き
ま
し
た
。
 

式
に
は
森
田
市
長
は
じ
め
五

十
組
の
夫
婦
、
来
賓
な
ど
合
わ

せ
て
約
百
三
十
人
が
出
席
。
 

森
田
市
長
が
「
金
婚
式
を
迎

え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に

お
め
で
と
う
。
今
後
と
も
市
発
 
 

展
の
た
め
に
、
人
生
の
大
先
輩

と
し
て
ご
助
言
、
ご
指
導
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席

を
回
っ
て
顕
彰
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
市
議
会
議
長
代

理
の
石
岡
裕
副
議
長
、
平
山
誠

敏
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
葛

西
専
造
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
、
村
上
純
一
五
所
川
原
商
工

会
議
所
会
頭
の
四
人
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

横
 

そ
の
後
、
受
彰
者
を
代
表
し

て
田
町
の
伊
藤
徳
一
さ
ん
（
7
4
 

市
老
連
副
会
長
）
が
「
今
回
の

受
彰
を
契
機
に
、
地
域
の
た
め

に
更
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
 

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。
 

チ

チ
チ

チ

チ
チ

竹
鼻
儀
兵
衛
・
て
る
、
山
口
喜

代
三
・
キ
ス
（
以
上
本
町
）
 

斎
藤
良
雄
・
お
め
（
栄
町
）
 

千
葉
十
蔵
・
か
よ
（
東
町
）
 

一
戸
武弘
・
お
み
ね
、
佐
々
木

善
次
郎
・
ぬ
ひ
（
以上
雛
田
）
 

伊
藤
徳
一
・
ヒ
サ
（
田
町
）
 

エ
藤
幸
一
郎
・
ミ
ッ
（
鎌谷
町
）
 

境
谷
正
一
・
ヒ
デ
（岩
木
町
）
 

渋
谷
善
次
郎
・
ョ
シ
（下
平
井

町
）
 

斎
藤
惣
三
郎
・
な
み
、
前
田
功
 

・

セ
イ
（
以
上
布
屋
町
）
 

荒
木
関
幸
七
・
キ
ョ
（
上
平
井
 

町
）
 

石
川
要
清
・
み
原
（
寺
町
）
 

増
田
桓
一
・
ェ
イ
（
新
町
）
 

ま
た
、
藻
川
の
川
浪
直
治
さ

ん

（
7
7
 市
議
会
議
長
）
が
「結

婚
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し

て
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人

生
や
結
婚
生
活
の
感
想
を
述
べ

出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
 

こ
の
後
出
席
し
た
人
達
は
、
 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
民
謡
や
歌
謡
な
ど
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
夫
婦
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

森田市長（’左」）から題訟谷を受ける金婚夫婦 

し
た
。
 

？→ノ
‘
ノ
I＋
ノ
‘＋ノ
I〉ノ
‘ノ
I、？
エノ
エノ

俵
谷
佐
之

一
・
ち
や（
ー
ッ
谷
）
 

中
井
勝
之
助
・
フ
サ
（
蓮
沼
）
 

石
井
秀
治
・
き
原
、石
郷
岡
正

男
・
嘉
津
子
、
中
村
源
八
郎

・

て
つ

（
以上
松
島
町
）
 

エ
藤
清
・
さ
な
（俵
元
）
 

佐
藤
輿
一
・
ミ
ワ
（高
野
）
 

中
川
了
一
・
タ
マ
、長
尾
直
一

ハ
ツ
（
以
上豊
成
）
 

石
岡
周
助
・
み
よ
（
野
里
）
 

高
橋
直
一
・
ソ
ン
（神
山
）
 

土
岐
誠
一
・
久
乃
、
石
黒
邦
雄
 

・

ミ
エ
（
以
上
梅
田
）
 

葛
西
慶
助
・
ハ
ナ
（
七ッ
館
）
 

山
田
金
蔵
・
さ
き
（
広
田
）
 

大
久
保
勘
三
・
ミ
ェ
（湊
）
 

鹿
内
武
夫
・
き
さ
（
稲
実
）
 

チ
！
→
・ノ
よノ
‘→ノ
チ
・‘ノ
．→
・I
 

宮
本
禎
三
・
み
ね
（
吹畑
）
 

高
橋
四
郎
・
ヒ
サ
、
高
橋
甚
太

郎
・
ト
シ

（
水野
尾
）
 

工
藤
国
四
郎
・
ソ
ネ
（
金山
）
 

橘
貞
夫
・
キ
セ
（
唐笠
柳
）
 

奈
良
庫
雄
・
ち
や
、
鳴
海
鶴
松
 

・

は
な
、
木
村
勉
・
チ
ョ
、
一
一一

浦
正
次
・
さ
ん
こ
、
長
峰
喜
代

作
・
ミ
ワ
（
以
上
飯
詰
）
 

坂
本
文
俊
・
き
な
（
下岩
崎

）
 

笠
井
末
太
郎

・
み
ね
（沖
飯
詰
）
 

川
浪
直
治
・
妙
、
川
浪
兼
作
・

ア
キ
（
以
L
藻
川
）
 

「
一
浦雷
五
郎
・
キ
1

（
高瀬
）
 

エ
藤
治
右
工
門
・
ツ
ル
（
毘沙

門
）
寺
田
蔵
五
郎
・
き
り
原
、
 

増
田
 
陛

・
菊
代
（
以
上
長
富
）
 

う瑠ユく×どユ‘さ了ユ三 



織
織
）
「
懲難
ピ
ア
ノ
あ
りが
と
う
 

掛
小
豆
萎

・A
‘
汗
の
結
晶
贈
る
婆
罵
言

「
 

三」葱
篇
東
北
濃
紐
舞
擾畿
団
難
賞議
 

可
・只
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〕
，
g
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ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
に
と
 

約

1
1
万
円
 

ー
朝
野

球
協
会

ー
 

藻
川
小
学
校
（
山脇
薫
校
長

児
童
数
百
二
十
一
人
）
の
P
T
 

A

（
佐
藤修
一
会
長
）
で
は
九

月
二
十
五
日
、
同
校
に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
ー
台
（百
三
十
万
円

相
当
）
を
贈
り
、
児
童
達
や
先

生
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

同
P
T
A
で
は
、
以
前
か
ら

建
設
省
の
委
託
を
受
け
春
と
夏

の
年
二
回
、
岩
木
川
堤
防
約
一
 

・

五
キ
ロ
の
草
刈
り
と
草
焼
き

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
委
託
料
で
同
校
の
プ
 

ー
ル
を
建
設
した
り
、
放
送
設
 

備
、
校
旗
、
遊

具
な
ど
を
購
入

し
て
き
た
ほ
か
、
 

全
教
室
に
テ
レ

ビ
を
備
え
付
け

る
な
ど
、
独
自

に
学
校
施
設
の

充
実
を
し
て
き

ま
し
た
。
 

ピ
ア
ノ
の
話

が
出
た
の
は
三

年
前
。
同
小
に

は
、
昭
和
三
十

五
年
頃
購
入
し

た
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
ピ
ア
ノ
が
一

台
あ
り
ま
す
が
、
 

古
く
な
マ
た
う

え
全
校
的
な
行
 
 

事
の
際
に
は
、
そ
れ
を
音
楽
室

か
ら
講
堂
へ
運
ば
な
け
れ
ば
な

ら
ず
不
便
を
し
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
 

そ
こ
で
同
P
T
A
で
は
ピ
ア

ノ
を
購
入
し
て
あ
げ
よ
う
と
、
 

当
時
の
竹
谷
博
英
会長
か
ら
現

会
長
ま
で
の
三
代
に
わ
た
っ
て

委
託
料
を
積
立
て
し
、
こ
の
ほ

ど
念
願
が
実
現
し
た
も
の
。
 

さ
ら
に
同
P
T
A
は
、
こ
れ

ま
で
の
独
自
の
活
動
実
績
が
高

く
評
価
さ
れ
、
東
北
P
T
A
連

絡
協
議
会
か
ら
「優
良
団
体
賞
」
 

を
受
賞
す
る
な
ど
、
同
校
に
と

っ
て
は
二
重
の
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
日
、
同
校
で
は
全
児
童

の
ほ
か
父
母
、
来
賓
、
全
教
職

員
合
わ
せ
て
約
二
百
八
十
人
が

出
席
し
て
「
受
賞
と
ピ
ア
ノ
」
 

の
祝
賀
式
と
、
新
し
い
ピ
ア
ノ

の
披
露
を
兼
ね
た
全
児
童
参
加

の
小
音
災
〈
を
開
き
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
 

児
童
達
に
と
っ
て
こ
の
ピ
ア
 
 

ノ
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

達
の
汗
の
結
晶
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
、
誠
に
大
き
な
尊
い
プ

レ
ゼ
ン
と
い
え
ま
す
。
 

佐
藤
P
T
A
会
長
は
、
 「こ

れ
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
教
育
の
環
境
づ
く
り
に
励
ん

で
い
き
た
い
。
ま
た
来
年
は
小

体
連
用
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
テ
ン

ト
の
購
入
を
検
討
し
て
い
る
」
 

と
、
ま
た
山
脇
校
長
は
、
 「父

母
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
熱

心
な
活
動
が
認
め
ら
れ
て
本
当

に
う
れ
し
い
。
ま
た
、
こ
の
た

び
寄
贈
い
た
だ
い
た
ピ
ア
ノ
は

情
操
豊
か
な
子
ど
も
達
を
育
て

る
た
め
に
十
分
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
P
T
A
で
は
こ
の
後
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
三
好
で

祝
賀
会
を
開
催
、
森
田
市
長
が

来
賓
と
し
て
お
祝
い
の
こ
と
ば
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

 

豚
臓
 

五
所
川
原
朝
野
球
協
会

（
中

井
達
郎
会
長
）
で
は
九
月
十
九

日
、
ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
に
と

約
十

一
万
円
を
寄付
、
五
松
苑

で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
中
井
会

長
が
、
岡
部
健
哉
東
奥
日
報
社

五
所
川
原
支
局
長
に
託
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
同
協
会
が
 
「ア
フ

リ
カ
に
緑
を
、
愛
の
一
球
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
参
加

五
十
六
チ

ー
ム
の
ナ
イ
ン
ー
人

ひ
と
り
が
今
年
春
の
開
幕
以
来
、
 

開
会
式
や
役
員
会
、
総
会
な
ど
 
 

の
際
に
百
円
ず
つ
寄
付
した
も

の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
回

目
。
 

中
井
会
長
は
、
 「ア
フ
リ
カ

難
民
救
済
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
始
め
た
。
 

こ
の
募
金
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
 

現
在
朝
野
球
で
は
本
市
だ
け
で

す
。
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
県
全

域
に
呼
び
か
け
拡
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
森
田市
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
 「み

な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
 

プ
精
神
を
、
 

五
所
川
原
 

の
ま
ち
づ
 

●’● ， 

フ7フ‘ノ力難民 
（右） と神勝 

冬 く
り
の
た

め
に
反
映

さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
 

と
お
祝
い

の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
 

し
た
。
 躍 
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（第625号） ⑧ 

世’袈総驚） 	無黒競繋熱種多彩 
レ場所 市働く婦人の家 

レ対象 市内に勤務または在住の婦人 

>募集人員 30人 

D受講料 無料 

受講のお申し込みは、10月25日正午 

までに市働く婦人の家（”③う)8898番） 

へどうぞ。 

＞講座内容 

日 	時 テ 	ー 	て’ 講 	師 持ち物 

10月 27日 

（月） 
午後 
6 時30分 

心豊かな 

子どもを 

めざして 

市教育委員長

高橋 民一 

11月10日 
（月） 

午後 
6時30分 

最近の雇用 
情勢にっいて 
（バ一トタイム 

労働を中心に） 

公共職業安定所
統括職業指導官 

斎藤 	栄 

11月17日 
（月） 

午後 
6時30分 (
f
m
;
 

」諭
 

市体育指導委員

藤田 妙子 
タオル

運動靴 

12月 1日 

（月） 

午後 1時 

健康な 
からだづくり 
と病気予防 

「扇
 

原
」
駄
  

12月 8日 
（月） 

午後 
6時30分 

婦人の 
ための 
年金教室 

市保険年金課長

浜田 健司 

12月15月 
（月） 

午後 
6時30分 

食生活と健康 

五所川原保健所
栄養士 

竹内智恵子 

主催 青森婦人少年室・市働く婦人の

家 

な発表会がありますので、 ご家族おそろいでおい 

でトください。 	 市文化振興会議 

月 	日 時 	問 会 	場 行 	事 団 体 名 

10月26日 9:00:00 市民文化会館 第26回県卜俳句大会 五所川原俳句会 -16 
中央公民館 第23回県下川柳大会 川柳岩木吟社 

10月30日 
-11月 3日 

9:00-16:0O 中央公民館 菊花展示会 五所川原晩香会 

11月1日 

、 

11月 3 日 

9:00-16:00 中央公民館 

書道展示会 五所川原書道会 

盤景展示会 五所川原紫操会 

盆栽展示会 五所川原盆栽会 

老人クラプ 
趣味の作品展示会 

五所川原市 
老人クラブ連合会 

絵画展示会 ア―トウエイプ 

ちぎり絵作品展示会 ち 	ぎ り 絵 

ll月 2 日 

I 

11月 3 日 

9:00-16:00 中央公民館 

木彫作品展示会 木彫りの気和交会） 

染色作品展示会 染色研究会 

紙細エ作品展示会 紙細工研究会 

絵画展示会 光 	彩 	会 

藤作品展示会 藤手芸趣味の会 

華道展示会 

華 道 池 坊 

華道遠州流 

華道小原流 

11月 3日 10:00-15:00 中央公民館 市 民 茶 会 

華道表千家 

茶道裏千家 

茶道遠州流 

煎茶道 方円流 

11月 3 日 

9:00-10:00 

中央公民館 

筆曲（琴）発表会 木 の 実 会 

10:10-11:30 筆曲（琴）発表会 松 	葉 	会 

11:40-12:50 民謡手踊発表会 五所川原民謡協会 

13:00-14:00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14: 10-15: 10 詩吟発表会 五所川原吟詠会 

15: 20- 15: 50 バレー発表会 山田芳子バレー教室 

16:00-17:30 日本舞踊発表会 綾 	扇 	会 

11月 4 日 18:30-21:30 中央公民館 謡 曲 大 会 五所川原宝生会 

11月 9日 10:00-12:00 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

11月23日 9:00-16:00 中央公民館 第26回県下短歌大会 五所川原短歌会 

「」文

化
碑
め
ぐ

り
 

一
 

ー
参
加
者
募
集
ー
 

五
所
川
原
市
文
化
振

興
会
議
 

▽
参
加
料
 
無
料

（専
用
バ

ス

で
は
、
次
に
よ
り
市
内
文
化
碑
 

▽
見
学
コ
ー
ス
 
①
加
藤
東

離

め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

歌
碑
 
⑦
和
田
山
蘭
歌
碑
 
③

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

上
原
げ
ん
と
音
楽
碑
 
④
内
海

▽
日
時
 
十

一
月
四
日
 
出
発
 

草
披
句
碑
 
⑤
八
木
隆
一
郎

歌

午
後
一
時
 
帰
着
午
後
四
時
 

碑
 
＠
右
山
牧
水
歌
碑
 

▽
集
合
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

つ が る 

東日流路ふるさと観光シンポジウム 

基 調 講 演 

佐藤 有文氏 

「津軽古代王国のなぞ」 

午後 2時 

1 
3時30分 

パネルデイスカッション 
っプ〕、る 

テーマ「今、東日流路口マン」 

-21世紀への道ー 

午後 4時 

1 
午後 6 時 

同 時 開 催 

西北五特産品大即売会 
―東日流のいいもの うまいもの― 

正 	午 

1 
午後 4時 

▽
日
 
時
 

1
0月
1
8日①
 

▽
場
 
所
 
市
民
体
育
館
 

共催
雑
編
譲
醸
鷲
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図国国回日国日 「出稼相談員などを委嘱ー― 
―新 購 入 図 書一 	~ 	 市農業委員会ー」 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

身近な死の 
経験に学ぶ 平山 正 実 熱 愛 家 族 阿部 敏郎 

日本仏教の課題 二葉 憲香 三 大庭 みな子 

日本の名門100家 中嶋 繁雄 黄塵を駆ける 胡桃沢 耕史 

湯 	の 	旅 野 口 冬 人 元禄魔胎伝 篠田 達 明 

愛 と 銀 輪 山 崎 	勲 小説日本興業銀行 高杉 	良 

日本の 
お父さん大研究 オトー訴免会 素 	行 	点 永原 隆昭 

子どもに語りを 楼井 美紀 残 	紅 連城 三紀彦 

香 り と 文明 奥田 	治 女と男の方程式 青木 雨彦 

月
 
m
」
 
 
満
な
 
は
ぜ
 

 
》
 」
 

 
わ
 
か
 

川村 	功 最後から 
二番目の毒想 倉橋 由美子 

血 	液 	型 山本 	茂 
？、
 
ち
 
た
の
 
ん
ん
 
ば

の
 
寺

」
 
 

ん
  

田島 征彦 

家 族 原 点 木戸 征治 
星条旗に 
包まれた日本人 川村 正時 

水耕栽培百科 武川 満夫 たんぽぽのお酒 レイ 
プラッ ドべリ 

木の は な し 満久 崇麿 韓国の虎は 
なぜ消えたか 遠藤 公男 

オリエ、ント急行 教 育 社 江戸役者異聞 山本 昌男 

味覚の歳時記 講 談 社 気ままな幸福論 木村 治美 
戦場史の 
修羅を生きる 熊沢 	誠 五 感 の 杯 松山 	猛 

土 と 日 本人 山下 惣 一 野球雲の見える日 山際 淳司 

円・ ドル‘金 荒木 信義 清 張 日 記 松本 清張 

葬式 ご っ こ 朝日新聞社会部 そして幕があがった 小山内美江子 

危険な動植物 石川 和 男 雪 	嵐 小槍山 	博 

●出稼相談員 出稼留守農家等の営農、農業者年金、 

農地等の問題について個々の相談に応じます。 

●研修指導員 農業経営者運動を促進する研修会の運

営を担うとともに、経営改善計画の策定指導等を行 

t、ます。 

●促進指導員 担当する各地区の対象農家に対し農地

の流動化、制度資金、税制、農業者年金制度等の促

進を図るため、個別面談、集団指導を行います。 

みなさんの良き相談相手として活用してください。 

（敬称略） 

出稼相談員 

地区名 氏 名 I I地区名 氏 名 

七 和 今 致 中 川 笠 井 

長 橋 成 田 光 雄 三 好 伊 藤 春 夫 

梅 沢 前 田 栄 司 長 富 増 田 武 文 

松 島 木 村 洋 吉 小 曲 小栗山 三 郎 

飯 詰 今 柾 義 旧市内 木 村 清 秀 

研修指導員 

地区名 氏 名 地区名 氏 名 

七 和 阿 部 秀 幸 飯 詰 鳴 海 秀 雄 

ク 斎 藤 勝 雄 三 好 乗 田 惇 

栄 木 村 正 俊 旧市内 野 呂 邦 雄 

、 

促進指導員 

週個闘飼緯寡鯛 
職業訓練大学校（神奈川県相模原市）では、 

いつてるもどこでトもイ動きながら学べる通信制によ

る 1級・ 2級技能士訓練講座の受講生を募集し

ています。 詳しくは青森職業訓練短期大学校へ

どうぞ（廿⑩3201) 

短
 

歌
 

津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
五
所
川
原
支
部

く
わ
っ
と
照
る
日
を
く
わ
っ
と
ま
た
押
し
戻
し
残
暑

の
小
路
に
人
夫
ら
汗
す
 

大
沢
 
頼
枝

減
反
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
働
く
ん
だ
と
こ
の
若
夫
婦

ら
陽
の
中
に
言
う
 

吉
田
 
勇
造

朝
の
来
る
確
証
の
な
し
当
然
の
眠
り
に
入
る
と
髪
ほ

ぐ
し
い
て
 

村
田
 
き
え

眼
つ
む
り
て
も
何
か
探
り
て
い
る
な
ら
む
稲
荷
白
狐

は
花
か
げ
の
中
 

山
谷
 
久
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ざ
わ
め
き
消
え
て
静
か
な
る
芝
生
の

上
に
鳩
降
り
た
ち
ぬ
 

野
呂
 
富
枝

窓
硝
子
の
暗
み
ゆ
く
頃
深
々
と
祈
る
姿
勢
に
電
話
待

ち
い
る
 

赤
坂
千
賀
子
 

地区名 氏 ．名 

七 和 斎 藤 勝 雄 宮 崎 竹 治 小笠原 勝 幸 

長 橋 松 野 泰太郎 土 岐 美智明 今 春 美 

松 島 木 村 洋 吉 福 士 孝 高 橋 永 治 

飯 詰 今 柾 義 鳴 海 秀 雄 越 谷 正 博 

中 川 笠 井 実 館 山 博 文 奈 良 孝 男 

三 好 伊 藤 春 夫 乗 田 惇 川 浪 

毘沙門 増 田 武 文 太 田 盛 吉 阿 部 喜代春 

i-il月 1 日から引き下げ 	― 
L貸金業者の貸付けの上限金利」 
貸金業者の貸付けの上限金利を規定している 

「出資の受入、預り金及び金利等の取締等に関

する法律」 では、現在貸付けの上限金利は年73 
パーセントになっておりますが、本年の11月1 
日からは、次のとおり貸付けの上限金利が引き

下げとなります。 

昭和61年11月1 日からの貸付分については、 

年54.75)\ーセント（1日当たりについて0.15パ 

ーセント、うるう年は年54.9) 'ーセント）に引

き下げられます。 お金を借りる場合や、 利息

の支払いについては十分留意するようにしてく

ださい。なお、貸付けの契約及び金利等につい

て不明な点がある場合は下記にこ3重絡ください

マ間合わせ先 県商工課商工金融班（hO1 77 ー 

22 - 1111 内線4160) 

~ 
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市役所の電話番号は⑩2111番 

マミー教室開催のお知らせ 

赤ちゃんのために、 2 日間で妊

娠中の食事、離乳食のすすめ方に 

ついて学びます。 

お気軽においでください。 

＞日時 l壁］ 11里望（劃 午前 9時30分～ 2 日目 11月17日（月） 	牛後 1時 
D 場所 市保健センター 

ン受講料 無料 

レ対象 妊婦さん20人（中毒症のない方に限る） 

rー レ申し込み期問 10月15日（水）~11月 1日（刊まで 

レ申し込み先 市衛生課（か内線 268番） 

乳幼児の健康診査 
＞場所 市保健センター 

ン受付時間 午後1時～1時30分まで。 

D 持参するもの 母子健康手帳、バスタオ 

Jレ。 

粗主意 （ユ)6 か月児健康相談の際に神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付

しますが、当日つごうで来れない場合は検

査セッ トを衛生課窓口にて配付いたします

のーで、 6 か月、 7 か月の赤ちゃんは、ぜひ

おいで’くださし、。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお 

~ 子さんはご遠慮ください。 

月 	令 対 象零「児 期 	日 内 容 

3 か 月 児 S 61年 7 月生 11月11日吹） 健康診査 

6 か 月 児 S61年 4月生 11月18日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年10月生 11月25日因 健康相談 

1歳 6 か月児 S 60年 5 月生 11月26日困 健康診査 

3 	歳 	児 今月はありません。12月 18日予定 

お問い合わせは、市衛生課（h内線 268・272番） 

へどうぞ。 

健康 

コーナー 
‘果器 lII繁,りlilt! 萩 I I- 	川I 
月W啄睡‘ノγー相疎ロ’』” 

H月 7 日、 14日、21日、28日です。（毎週金曜日） 
じかA一： lo:oo~]5:ooまで一。 

内容】保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健康

相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄りま

で、 お気軽にご利用ください。 

お問い合わせは、市衛生課へ（o内線 268番）。 

亀昌ドッ勿号国 Iよ包 g 
市では 40歳以上の市民を対象に成人病の早期発

見、早期治療を目的としたミニドックを実施して

おります。 対象となる人は積極的に受けるように

してください。 

ン実施期問 10月 1日（水）から昭和62年 2 月28日
ぐbまで、。 

D 実施時間 医療機関によつて実施時間が違い

ますので申し込み日寺にお知らせいたします。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課窓

口に保険証を持参のうえ、受診記録票の交付を受

け、希望する医療機関で受診してください。 

レ受診料 1,000円（申し込み時） 

ただし70歳以上の方、生活保護世帯、市民税非

課税世帯の方は無料（申し込みの際証明書を提出

してください）。 

ン診査科目 診察、身体測定、心電図、尿検査、 

貧血検査、肝機能検査。 

レ間い合わせ先 市衛生課（内線 272番） 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内科 医 院 白 生 会 胃 腸 病 院 

兼平内科小児科医院 佐 	々 	木 	医 	院 

川崎胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 	田 	診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 	好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 	田 	病 	院 江 	渡 	医 	院 

復 	明 	堂 医 院 健生病院五所川原診療所 

＞日時 

つて実施時間が違し、 
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